




































同書は、各年度の『広島高等学校一覧』 （以下、 『学校一覧』と略）掲載の集計表をもとに執筆されているため、 『学校一覧』が集計・掲載していない事象は分析の対象外となっている。そこで本稿では新たに広高の生徒 データベースを作成し『学校一覧』に未記載の事象を分析することで、 『広島大学二十五年史』包括 史編で触れられていない生徒の動向を明らかにすることを目的と 。一、データベースの作成方法と生徒の動向　
最初に、本稿の前提となるデータベースの作成方法について説明す






入学年 総数（編入） 卒業 中退 中退率 留年 留年率
大正13年 198（2） 182  16 8.1% 30 15.2%
大正14年 185（0） 175  10 5.4% 31 16.8%
大正15年 185（1） 174  11 5.9% 17 9.2%
昭和２年 197（1） 176  21 10.7% 22 11.2%
昭和３年 195（2） 184  11 5.6% 22 11.3%
昭和４年 198（0） 178  20 10.1% 28 14.1%
昭和５年 192（1） 169  23 12.0% 21 10.9%
昭和６年 193（2） 173  20 10.4% 11 5.7%
昭和７年 179（2） 161  18 10.1% 19 10.6%
昭和８年 173（0） 156  17 9.8% 19 11.0%
昭和９年 141（1） 126  15 10.6% 11 7.8%
昭和10年 146（3） 135  11 7.5% 20 13.7%
昭和11年 149（5） 133  16 10.7% 17 11.4%
昭和12年 146（0） 139  7 4.8% 22 15.1%
昭和13年 140（1） 134  6 4.3% 14 10.0%
昭和14年 196（3） 185  11 5.6% 23 11.7%
昭和15年 195（3） 174  ― ― ― ―









年・第三学年の在校生名簿に名前が記載されている事例があった。こうした現象は、新入生名簿の誤りまたは編入によって生じたと推定されるが、広高の場合は「学籍 」が無い め検証できな そこで一括して「編入」と区分し、 年は便宜上卒業年の三年前とした。の「編入」については「総数」の欄に内数で示した　
また「中退」は、新入生名簿に記載され いるが、卒業生名簿に記
載のない生徒を区分した。 「留年」 、新入 と卒業生名簿を比較し四年以上在籍している生徒を区分した。 （昭和一五年入学 の中退および留 を記載していないのは、 『 校一覧』 記載 情報だけで 、両者の区分ができ かったためである ）こう て区分・集計し 数値をもとに、中退率（中退数／総数×一〇〇 と留年率（留 数／総数×一〇〇）を計算した。　
さて、こうしてまとめた表１を見ると、広高の場合、中退率はおお
むね五～一〇％、留年率は一〇～一五％の間で推移している とが分かる。このため広高の場合、ストレートに三年 卒業する生徒の割合は七五～八 ％であったといえ う。
　
また、広高の特殊事情として考慮しなければならないのは、昭和九
年に「広高事件」と呼ばれる学校争議が発生したことである。当初は教官間の紛争であったが、次第にエスカレートし生徒が授業をボイコットする事態にいたった。これに対して学校側は、関係した生徒について、除籍三名、諭旨退学七名、本学年間停 八名、一ヶ月家庭謹慎二五名、本学年間処分保留五〇名という処分を行った。　『広島大学二十五年史』包括校史編（三九三～四〇一頁）によると、この「広高事件」の伏線として昭和初年より左翼運動にかかわる生徒が存在し、停学や退学 処分を受けるものもいたことが指摘されている。昭和二年から昭和九年 入学生 中退や留 が多いのは、こうした事情を反映していると推定される。二、大学への進学状況　次に大学への進学状況について分析する。各年の 『学校一覧』 には、





生徒の大部分は、志望大学への合格を目指す「白線浪人」だったと推定される。そこで卒業時の名簿に進学先の記載がある生徒を「進学先決定」 、記載が無いものを「未定」と分類し、卒業者に占める進学先決定者の割合を「現役進学率」としてま めたのが表３で 。同表をみると、広高の場合、毎年二〇～三〇％ぐらいの生徒が、卒業時に進学先が まっていなかったことが分かる。 （昭和一四年以降 現役進学率が上 っているが これは戦時体制の強化にともない浪人する自由が制限された結果と推定している。 ）　
こうした進路未定者五五二名について、さらに『学校一覧』で追跡

































卒業年月 卒業者 進学決定者 未定 死去 現役進学率
昭和２年３月 152 130 22 0 85.5%
昭和３年３月 170 130 40 0 76.5%
昭和４年３月 189 150 37 2 79.4%
昭和５年３月 168 132 36 0 78.6%
昭和６年３月 186 120 65 1 64.5%
昭和７年３月 172 134 38 0 77.9%
昭和８年３月 177 122 55 0 68.9%
昭和９年３月 184 134 50 0 72.8%
昭和10年３月 154 93 61 0 60.4%
昭和11年３月 154 113 41 0 73.4%
昭和12年３月 136 104 32 0 76.5%
昭和13年３月 125 94 31 0 75.2%
昭和14年３月 135 117 18 0 86.7%
昭和15年３月 137 128 9 0 93.4%
昭和16年３月 139 125 14 0 89.9%
昭和17年３月 179 179 0 0 100.0%
昭和17年９月 197 194 3 0 98.5%












































































熊本医科大 1 → 岡山医科大 1








































































































高等科入学資格試験や専門学校入学者検定規程による試験に合格して高等学校の受検 を得た生徒）が一一名いたことが分か 。 『広島大学二十五年史』包括校史編では『 一覧』の集計表 基づき学歴別入学者の一覧表（三七五頁掲載）を掲載しているが、同 では当該期間の試験合格者を〇名としている ぜこうした差違が生じたの 、「学籍簿」がないため検証できないが、注意すべき事実と思われる。おわりに　
最後にまとめと今後の課題について述べる。本稿では、旧制広島高





と、①過半数は広島県の学校からの進学者、②朝鮮 関東州、満州といった外地の学校からの進 者も少なくない、③中四国地方の近隣諸県よりも兵庫県、大阪府、東京府、京都府といった大都市圏の 校からの進学者が多い、という特徴があった。　
入学した生徒たちは、大学への進学をめざして三年間の学校生活を
送ったが、諸般の事情により約五～一〇％の生徒が中退し、これとは別に約一〇～一五％ 生徒が留年した。そして卒業にあたり、生徒たちは各大学の入学試験を受けることとなった。広高 の多くは東京帝国大学と京都帝国大学 志望し、それ以外の帝国大学や官立大学は相対的に人気が低かった。そして大学入試の結果、約七〇～八〇％の卒業生が現役で進学したのに対して、二〇～三〇％の卒業生は「白線浪人」となったの ある。　
こうしてみると広高の実態は、従来の旧制高校の生徒のイメージと


































高等学校新設との関連で」 『日本教育社会学会大会発表要旨集』 一号（平成一一年） 、同「近代日本における高等教育機関へ 進学と地域移動」同前五二 二 参照。
（
４）前掲『広島大学二十五年史』包括校史編、三七八頁。
　
本研究はＪＳＰＳ科研費一五Ｋ〇四二四〇の助成を受けたものです。
（
いしだ
　
まさはる
・広島大学文書館）
